
　
　
　

 

内　
　
　

容

●
令
和
８
年
度
農
業
委
員
会
通
常
総
会
開
催

●
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

改
選

●
表
紙
の
写
真
に
つ
い
て

●
会
長
職
務
代
理
者
の
紹
介

●
農
地
利
用
状
況
調
査
・
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
す

●
新
農
業
委
員
、
新
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
紹
介

●
東
讃
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら

●
農
林
水
産
課
か
ら

市内の農福連携の取組（福祉事業所の利用者がキウイフルーツの農作業を行う様子）

農地を活かし 担い手を応援する

全国農業会議所発行 全国農業新聞の

購読お申し込みは、農業委員会事務局まで

月４回毎週金曜日発行

月額９００円（税込）
週刊

☆農業委員会情報をホームページに登載しています！　アドレスは（http://www.city.takamatsu.kagawa.jp）

第  73  号
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発行　高松市農業委員会
　　　TEL 087-839-2662



農地の貸借は 香川県農地機構に お任せください

安心①　知事指定の公的機関です
安心②　貸し手・借り手の間で調整します
安心③　賃料を伴う場合、機構から確実に振り込みます

農地を貸したい方・借りたい方　募集中 !!

安心３つの
ポイント
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５
月
27
日
、
香
川
県
農
業
協
同
組
合
東

讃
営
農
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
令
和
８
年
度

農
業
委
員
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
７
年
度
の
事
業
報
告

と
令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
等
の

審
議
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

通
常
総
会
の
議
事
録
は
、
高
松
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
回
の
総
会
で
は
、
記
念
講
演
と
い
た

し
ま
し
て
、
香
川
県
農
業
会
議
事
務
局
長

近
藤
弥
様
よ
り
、『
今
後
の
農
地
利
用
の

最
適
化
推
進
に
つ
い
て
』
と
題
し
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

通常総会開催風景

市長から任命辞令を受ける農業委員

農地の貸借は　香川県農地機構に　お任せください♫　お問い合わせはこちら農地の貸借は　香川県農地機構に　お任せください♫　お問い合わせはこちら 農地機構 検索

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
改
選

令
和
８
年
度
農
業
委
員
会

通
常
総
会
開
催

　

７
月
21
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
改
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
新
し
い
農
業
委
員
が
、
大
西
市
長

か
ら
任
命
辞
令
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
改
選
に
よ
り
、
農
業
委
員
は
定
数

24
人
の
う
ち
６
人
が
交
代
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長

ほ
か
役
員
を
決
定
し
、
新
会
長
か
ら
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
55
人
一
人
一
人
に
、

委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
は
定
員
55
人
の
う
ち

16
人
が
交
代
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
々
が

公益財団法人　香川県農地機構　　℡087-816-3955

委
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た

る
ご
尽
力
に
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

【
農
業
委
員
】

　

冨
本　

正
樹　
　
　

弦　

打

　

藤
澤　

鶴
夫　
　
　

香　

南

　

神
髙　

賢
二　
　
　

鬼　

無

【
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
】

　

安
野　

照
雄　
　
　

多　

肥

　

十
河　

善
則　
　
　

木　

太

　

雪
野　

利
数　
　
　

川　

添

　

三
好　

義
光　
　
　

三　

谷

　

藤
本　

正
樹　
　
　

香　

川

　

土
居　
　

博　
　
　

香　

川

　

藤
本　

博
史　
　
　

塩　

江

　

野
口　

英
二　
　
　

川　

岡

　

佃　
　

光
廣　
　
　

檀　

紙

　

藤
堂　

忠
義　
　
　

西
植
田

　

上
原　

一
輝　
　
　

東
植
田

表
紙
の
写
真
に
つ
い
て

　

農
福
連
携
と
は
、
農
業
と
福
祉
が
連
携

し
、
障
が
い
者
の
農
業
分
野
の
活
躍
を
通

じ
、
農
業
経
営
の
発
展
と
社
会
参
画
を
実

現
し
て
い
く
取
組
で
す
。

　

果
樹
の
摘
蕾
作
業
や
袋
掛
け
作
業
な
ど

を
福
祉
事
業
所
の
利
用
者
が
担
い
、
生
産

現
場
で
根
気
が
必
要
な
作
業
な
ど
の
手
助

け
に
な
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

2農業委員会だより



　

農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
よ
る
新
制

度
の
も
と
４
回
目
の
改
選
を
迎
え
、
新
た

な
顔
ぶ
れ
で
、
３
年
間
の
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

こ
の
度
の
改
選
に
お
き
ま
し
て
も
、
委

員
皆
様
方
の
御
推
挙
を
い
た
だ
き
、
引
き

続
き
高
松
市
農
業
委
員
会
の
会
長
に
就

任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
従
来
に
も

増
し
て
、
地
域
農
業
の
発
展
に
全
力
を
尽

く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
の
農
業
・
農
村
を
巡
る
情

勢
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
に
よ
り
、

食
料
自
給
率
は
低
迷
し
、
更
に
世
界
的
な

気
候
変
動
、
国
家
間
の
紛
争
等
世
界
情
勢

の
悪
化
か
ら
食
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
等

の
高
騰
に
よ
り
、
農
業
経
営
者
に
と
っ
て

大
き
な
負
担
と
な
り
、
持
続
的
な
農
業
経

営
を
脅
か
す
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
国
農
政
に
お

会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

会
長
職
務
代
理
者
の
紹
介

農業者年金に加入して、安心で豊かな老後を迎えましょう♡ お問い合わせはこちら 農業者年金 検索

い
て
は
、
と
り
ま
く
情
勢
の
変
化
に
対
応

す
る
べ
く
、
国
民
生
活
の
安
定
向
上
及
び

国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、

令
和
７
年
４
月
に
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
初
動
５
年
間
で

農
業
の
構
造
転
換
を
集
中
的
に
推
し
進

め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
農
業
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

新
体
制
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
て
、
食
料
の
生
産
基
盤
と

な
る
農
地
の
総
量
確
保
の
た
め
、「
担
い

手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
」「
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
」「
新
規
参

入
の
促
進
」
な
ど
、「
農
地
等
の
利
用
の
最

適
化
」
の
推
進
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
持
続
可
能
な
本
市

の
農
業
を
支
え
る
た
め
に
不
可
欠
な
取
組

と
な
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
、
推
進
委
員
の
皆
様
方
に
お

き
ま
し
て
も
、
各
地
域
に
お
い
て
、
精
力

的
に
活
動
を
展
開
し
、
本
市
の
農
業
振
興

の
た
め
に
御
尽
力
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
関
係
者
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

会　長

会　　　長
職務代理者

森　吉朝

国分寺

三笠　輝彦

一宮

会　　　長
職務代理者

　

会
長
選
任
と
同
時
に
、
次
の
２
名
の
方

が
会
長
職
務
代
理
者
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
か
ら
９
月
頃
に
か
け
て
、
市
内
の
農

地
に
つ
い
て
、一
斉
に
利
用
状
況
調
査
・
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。こ
の
調
査
は
、

農
地
法
第
30
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
年

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
現
に
耕
作
さ
れ
て
お
ら

ず
、
か
つ
今
後
も
耕
作
の
見
込
み
が
な
い

農
地
は
遊
休
農
地
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

遊
休
農
地
は
、
雑
草
の
繁
茂
に
よ
る
害

虫
等
に
よ
り
、
周
辺
住
民
や
耕
作
者
に
被

害
を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
所
有
者
に

よ
る
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

若年層（３９才までに加入）の方は、要件を満たせ
ば、手厚い政策支援（保険料補助）が受けられます。

次の要件を満たす農業者の方ならどなたでも加入できます。

〇 国民年金第１号被保険者（保険料免除者を除く）

〇 年間６０日以上農業に従事

〇 ２０歳以上６０歳未満

※途中脱退、再加入も可能です。

さらに！

終身年金で安心！    農業者年金に加入しましょう

※お問い合わせはお近くのJA※お問い合わせはお近くのJA
又は、農業委員会事務局まで又は、農業委員会事務局まで

1

2

3

4

1
2

3

4

谷口　勝　

塩江

農
地
利
用
状
況
調
査
・
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す

農業委員会だより3



※お問い合わせはお近くのJA
又は、農業委員会事務局まで

藤澤　武
仏生山

松本　剛
太田

片山　久男
鶴尾

岩部　壽夫
三谷

宮井　康富
林

山田　憲一
川添

久保　裕二
前田

五ノ坪　剛
川添

桐本　正明
三谷

和田　知己
塩江

河田 知恵子
香川

東原　賢治
香川

横岡　明則
香川

赤松　貞廣
香川

赤松　貞廣
香川

河野　憲司
三谷

吉峰　幸夫
林

岡　豊志
林

髙尾　武臣
鶴尾

大谷　光男
一宮

松野　啓三
一宮

橋本 俊一郎
多肥

細谷　一雄
多肥

佃　俊子
一宮

佐竹　博巳
多肥

真鍋　俊二
太田

三笠　輝彦
一宮

白井　一美
庵治

太田　政美
古高松

東原　実
屋島

平賀　文之
古高松

小山　智
牟礼

時岡　博美
牟礼

稲井　稔
庵治

第１地区1

第２地区2

第3地区3

第4地区4

牛熊　圭介
木太

憲一

白

東

牛

1
2

3

4

農業委員 農地利用最適化推進委員

　谷　明彦
木太

瀧本　繁樹
前田

好井　壽彦
香川

岡田　暁憲
香川

谷口　勝　
塩江

4農業委員会だより



鵜川　稔
檀紙

橋本　修
円座

中村 裕太郎
川岡

長尾　俊孝
香南

植松　寛貴
香南

河田　薫
香南

河野　英樹
香南

井上　博文
香南

冨本　敬信
弦打

川西　裕幸
弦打

吉井　清志
檀紙

松村　祐里
弦打

藤田　邦夫
円座

真鍋　芳治
川岡

武下　幸徳
檀紙

第5地区55

川原　勝
川島

橋田　行子
川島

谷本　寛昇
十河

奈良　稔
西植田

植田　光男
川島

新谷 美津子
川島

廣瀬　吉俊
十河

松原　茂樹
十河

奈良　一郎
西植田

谷本　忍
東植田

安藤　博紀
東植田

河野　明彦
鬼無

中田　茂富
下笠居

森　吉朝
国分寺

谷上　諭
国分寺

湊　敏好
香西

阿部　孝雄
国分寺

長門　隆
国分寺

山地　宏美
国分寺

眞鍋　英一
国分寺

山下　誠
下笠居

南原　政樹
下笠居

5

6

7

農業委員 農地利用最適化推進委員第6地区6

第7地区7

中西　佳奈
鬼無

南原　均
下笠居

谷本　　宏
檀紙

農地の貸借は　香川県農地機構に　お任せください♫　お問い合わせはこちら
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こ
の
度
、
４
月
の
人
事
異
動
に
伴

い
、
東
讃
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
所

長
に
着
任
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
を
巡
る
情
勢
は
、
国
際

環
境
の
大
き
な
変
動
も
相
ま
っ
て
、
農

業
用
資
材
や
機
械
・
施
設
、
燃
油
等
の

コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
な
ど
、
厳
し
い
局

面
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
が
公

表
し
た
「
２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
に
よ
る
と
、
農
業
経
営
体
の
減
少

と
農
業
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

本
県
農
業
の
持
続
性
が
危
惧
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
香
川
県
で
は
、
農

業
・
農
村
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た

め
、
こ
の
３
月
に
、
令
和
８
年
度
か
ら

の
新
た
な
「
香
川
県
農
業
・
農
村
基
本

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
普
及
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
は
、
基
本
計
画
の
目
標

と
し
て
掲
げ
る
「
『
か
が
わ
の
農
業
・

農
村
』
の
未
来
を
拓
き
、
次
世
代
へ
継

承
」
の
実
現
に
向
け
、
職
員
一
同
が

　

水
田
政
策
に
つ
い
て
は
、
「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

水
田
・
畑
に
関
わ
ら
ず
、
生
産
性
の
向

上
を
進
め
、
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
生

産
に
よ
り
食
料
安
全
保
障
の
強
化
を
図

る
も
の
と
し
て
、
令
和
９
年
度
か
ら
、

次
の
と
お
り
、
抜
本
的
に
見
直
さ
れ
る

予
定
で
す
。

１　

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の

抜
本
的
見
直
し

①　

非
主
食
用
米
・
業
務
用
米
の
生

産
性
向
上

②　

麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
等
の
作

物
ご
と
の
生
産
性
向
上

③　

産
地
交
付
金
の
見
直
し
（
施
策

効
果
の
検
証
、
配
分
方
法
の
改

善
）

２　

コ
メ
・
コ
メ
加
工
品
の
輸
出
拡
大
、

米
粉
の
需
要
創
出
等
の
国
内
外
の
需

要
拡
大

３　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
・
多
面

的
機
能
支
払
の
見
直
し
、
新
た
な
環

境
直
接
支
払
の
創
設

　

香
川
県
で
は
兼
業
農
家
や
定
年
帰
農

者
な
ど
で
、
地
域
の
農
業
に
貢
献
す
る

意
欲
の
あ
る
方
を
「
多
様
な
農
業
人
材
」

と
し
て
認
定
し
、
農
業
経
営
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

し
っ
か
り
と
各
々
の
役
割
を
果
た
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
次
代
を
担
う
新
規
就
農
者

の
確
保
・
育
成
は
、
最
重
要
課
題
の
一

つ
と
認
識
し
て
お
り
、
高
松
市
農
林
水

産
課
や
農
業
委
員
会
、
農
業
士
な
ど
、

地
域
の
関
係
者
と
十
分
に
連
携
し
な
が

ら
、
円
滑
な
就
農
と
早
期
の
経
営
安
定

化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
御
理
解
・
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
業

経
営
に
役
立
つ
情
報
を
公
式
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ

で
お
送
り
す
る
な
ど
、
情
報
発
信
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
御
利

用
い
た
だ
き
た
く
、
友
だ
ち
登
録
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
９
年
度
か
ら
水
田
政
策
が

見
直
さ
れ
ま
す
！

農
作
業
安
全
対
策（
機
械
作
業
等
）

　

令
和
６
年
度
の
農
作
業
事
故
死
者
数

は
、
全
国
で
287
人
と
な
っ
て
お
り
、
機

械
作
業
に
よ
る
も
の
が
54
％
（
156
人
）

を
占
め
て
い
ま
す
。 　
　

　

詰
ま
り
の
除
去
な
ど
の
機
械
の
調

整
を
、
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
な
い
ま
ま
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
機
械
に
巻
き
込

ま
れ
る
な
ど
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
作
業

部
の
停
止
を
確
認
し
た
上
で
作
業
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
機
械
作
業
に
次
い
で
多
い
要

因
が
熱
中
症
で
、
６
年
は
59
人
と
、
全

体
の
21
％
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
夏
場
の
高
温
が
著
し
か
っ
た

７
年
度
は
、
田
畑
等
で
働
く
方
の
救
急

搬
送
者
数
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

こ
ま
め
な
休
憩
と
、
適
度
な
水
分
・

塩
分
の
補
給
、
単
独
作
業
は
避
け
る
な

ど
、
熱
中
症
対
策
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ご
あ
い
さ
つ

　

所
長

　
　

藤
本　

伸

農
林
水
産
課
か
ら

普及センター
LINE

多様な農業人材

多
様
な
農
業
人
材
に
つ
い
て
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東
讃
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
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